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令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
を
２
月
26
日
（
金
）
に
笠
置
町
議
会
議
場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
委
員
会
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
の
一
般
質
問
で
は
３
人

の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
と
し
て
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
教
育
長
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
を
廃

止
す
る
条
例
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
以
上
、
４

件
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

〜
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
〜

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
だ
よ
り�

vol.
4髙山 豊彦 議員

（和束町）

　
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
擁
壁
等
安

全
対
策
工
事
の
設
計
業
務
の
進
捗
状
況
は
。

髙山議員

　
現
在
の
と
こ
ろ
、計
画
の
詳
細
ま
で
は

報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

平沼連合長

一
般
質
問

Q
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
擁
壁
等
安

全
対
策
工
事
の
設
計
業
務
に
つ
い
て
、工
事

の
範
囲
や
土
砂
の
処
理・工
事
車
両
の
通
行
ル
ー

ト
な
ど
の
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

A
平
沼
連
合
長

　
１
月
中
旬
に
委
託
業
者
と
現
地
に
お
い
て
入
場
可
能
な
工

事
車
両
の
大
き
さ
や
通
行
ル
ー
ト
、
土
砂
の
処
理
等
に
つ
い

て
確
認
す
る
場
を
設
け
た
と
こ
ろ
。

　
設
計
業
務
に
つ
い
て
は
現
在
、
委
託
業
者
に
お
い
て
鋭
意

業
務
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
報

告
は
受
け
て
い
な
い
。

　
工
事
車
両
の
通
行
ル
ー
ト
等
に
つ
い
て
は
、
地
元
住
民
へ

の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
詳
細
が
分
か
り
次
第
丁
寧
に

説
明
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
相
楽
東
部
３
町
村
の
ご
み
に
つ
い
て
は
現

在
、民
間
委
託
に
よ
り
処
理
を
行
っ
て
い
る

が
、契
約
期
間
終
了
後
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
現
在
は
、
民
間
委
託
で
の
ご
み
処
理
は
過
渡
期
の
対
応
と

考
え
て
お
り
、
廃
掃
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
安
定
的
・
効
率

的
に
行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
テ
ー
ル
ア
ル
メ
擁
壁
の
安
全
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
今
後

の
ご
み
処
理
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
、
民
間
業
者
と
の

契
約
が
満
了
す
る
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
民
間
委
託
以
外

で
の
ご
み
処
理
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
た
だ
し
、
例
え
ば
、
他
の
自
治
体
と
の
広
域
処
理
に
は
合

意
形
成
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

間
に
合
わ
な
い
場
合
は
再
度
、
民
間
委
託
に
よ
る
処
理
も
視

野
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
関
係
の
家
庭
学
習
用

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
の
事
業
者
と
の
契
約
や
、毎
月
の

通
信
費
の
負
担
に
つ
い
て
。

A
学
校
教
育
課
長

　
各
家
庭
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
未
接
続
の
家
庭
が
２
７

戸
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
貸

し
出
す
予
定
に
し
て
い
る
。

　
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
利
用
の
た
め
の
事
業
者
と
の
契
約
や

通
信
費
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
で
負
担
頂
く
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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久保 憲司 議員
（南山城村）

　
再
資
源
化
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
、民
間

団
体
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

久保議員

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
、ま
ず
は

３
町
村
で
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

平沼連合長

Q
ご
み
の
分
別
収
集
の
精
度
向
上
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
、ま
た
、そ
の
成
果
は
。

A
平
沼
連
合
長

　
こ
れ
ま
で
か
ら
、
ご
み
の
分
別
精
度
向
上
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
は
広
報
れ
ん
け
い
に
お
い
て
、
周
知
徹
底
を
図
る

た
め
の
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。

　
特
に
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
専
用
袋
で
の
収
集
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
分
別
に
関
す
る
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
た
。

　
ま
た
、
３
町
村
に
お
い
て
も
、
独
自
に
発
行
し
て
い
る
お

知
ら
せ
の
中
で
の
分
別
徹
底
の
周
知
や
、
防
災
行
政
無
線
で

呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
成
果
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
と
２
年
度
の
比
較
で
、

可
燃
ご
み
に
含
ま
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
類
の
割
合
や
生
ご
み
に
含

ま
れ
る
水
分
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
。

Q
再
資
源
化
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
、民
間
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
自
治
会
、あ
る
い

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、そ
の
他
多
く
の
団
体
で
回
収
を
行
い
、

資
金
化
し
て
い
る
例
が
あ
る
。ご
み
処
理
の
全
体

量
と
経
費
削
減
の
た
め
に
、こ
の
よ
う
な
民
間
団

体
の
活
動
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
連
合
の
構
成
町
村
に
お
い
て
再
資
源
化
ご
み
の
う
ち
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
び
ん
以
外
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
で
回
収
し
、

資
金
化
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
廃
掃
法
上
の
制
約
が
あ
り
、

住
民
自
ら
が
回
収
場
所
に
持
っ
て
い
く
こ
と
や
有
価
物
と
し

て
引
き
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
洗
浄
等
を
住
民
で
行
っ
て

も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
再
資
源
化
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
町
村
単

位
で
行
わ
れ
て
き
た
経
過
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
３
町
村
で
検

討
を
行
う
べ
き
事
項
と
考
え
て
い
る
。

Q
笠
置
小
学
校
に
つ
い
て
、単
式
学
級
を
実

施
す
る
た
め
に
、笠
置
町
が
単
費
で
令
和

３
年
度
予
算
の
編
成
を
し
て
い
る
。前
回
の
議
会

で
、町
の
方
と
協
議
を
進
め
て
い
く
と
い
う
答
弁

が
あ
っ
た
が
、予
算
編
成
に
あ
た
り
町
と
ど
の
よ

う
な
協
議
を
行
っ
た
の
か
、ま
た
山
城
教
育
局
と

は
笠
置
町
同
席
の
下
、協
議・要
望
の
訪
問
を
さ

れ
た
の
か
。

　
笠
置
小
学
校
の
単
式
学
級
に
つ
い
て
笠

置
町
と
の
協
議
の
状
況
は
。

坂本議員

　

単
式
学
級
維
持
の
た
め
に
令
和
３
年
度

か
ら
、町
が
費
用
を
負
担
す
る
形
で
講
師
を

１
名
増
員
す
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
得
た
。

西本教育長

坂本 英人 議員
（笠置町）
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A
西
本
教
育
長

　
複
々
式
学
級
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
山
城
教
育
局
に
は
笠

置
町
は
１
町
１
小
学
校
で
あ
り
、
財
政
難
の
中
で
も
単
費
で

講
師
を
招
き
入
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
を
大
事
に
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
て
、
訪
問
の
度
に
も
う
１
年
の
猶
予
を
お
願
い
し

て
き
た
。
教
育
局
に
は
笠
置
町
か
ら
も
要
望
を
行
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。

　
な
お
、
教
育
局
か
ら
は
、
「
思
い
は
理
解
で
き
る
が
、
学

級
編
成
基
準
に
基
づ
く
対
応
で
ご
理
解
願
い
た
い
」
と
の
回

答
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
令
和
３
年
度
に
つ
い

て
は
で
き
る
こ
と
な
ら
単
式
学
級
で
の
対
応
を
考
え
て
お
り
、

学
習
環
境
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
き
め
細
か
な
指
導
を
継
続

し
た
い
旨
を
町
に
伝
え
、
協
議
を
行
っ
た
。
令
和
３
年
度
か

ら
、
町
が
費
用
を
負
担
す
る
形
で
講
師
を
１
名
増
員
す
る
こ

と
に
つ
い
て
理
解
を
頂
い
た
と
こ
ろ
。

Q
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
、今
後

ど
の
よ
う
な
形
で
進
ん
で
い
く
の
か
。ま

た
、保
護
者
へ
の
周
知・理
解
を
ど
の
よ
う
に
深
め

て
い
く
の
か
。

　

こ
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
中
で
電
子
黒

板
の
導
入
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

A
平
沼
連
合
長

　
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
情
報
活
用
能
力
を
学
習
の

基
礎
と
な
る
資
質
･
能
力
に
位
置
付
け
、
学
校
に
お
け
る
情

報
通
信
環
境
を
整
え
、
こ
れ
ら
を
適
切
に
活
用
し
た
学
習
活

動
の
充
実
が
明
記
さ
れ
る
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
・
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
社
会
を
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
み
、
子
供
た
ち
の
可
能
性
を

広
げ
る
場
所
で
あ
る
学
校
に
お
い
て
は
、
今
後
ま
す
ま
す
、

そ
の
重
要
性
が
大
き
く
な
る
と
考
え
て
お
り
、
連
合
内
の
学

校
に
お
い
て
も
、
整
備
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A
西
本
教
育
長

　
連
合
管
内
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
が
完
了
し
て
い
る
。
教
職
員
向
け
の
説

明
会
、
研
修
会
を
行
っ
た
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
い
よ
い
よ
本

格
的
に
始
動
す
る
。

　
連
合
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
度
学
校
教
育
の
重
点

に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
一
層
の
充
実
」
を
掲
げ
た
。
具
体
的
に

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用
す
る
学
習
活
動
を

通
し
た
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
育
成
、
一
人
1
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
双
方
向
授
業

な
ど
、
多
様
な
学
習
形
態
や
学
習
機
会
の
創
出
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
学
習
の
目
的
で
は
な
く
、
手
段
で
あ
り
、

よ
っ
て
手
段
の
変
容
は
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
も
理
解
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
新
年
度
に
な
っ
て
端
末

を
用
い
た
授
業
参
観
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
の
実
施
に
つ
い
て
、

各
学
校
に
計
画
す
る
よ
う
指
示
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。

　

電
子
黒
板
に
つ
い
て
は
、
現
在
購
入
予
定
は
な
い
。　
　

た
だ
、
今
回
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
で
は
大
画
面
モ
ニ
タ

ー
を
調
達
し
て
お
り
、
教
師
用
端
末
の
画
面
を
映
し
た
り
、

児
童
生
徒
の
ノ
ー
ト
を
モ
ニ
タ
ー
に
取
り
込
ん
だ
り
し
て
、

学
習
効
果
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
で
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
９
億

８
５
３
５
万
円
と
す
る
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
３
９
７
１
万
２
千
円
と
す
る
当

初
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
テ
ー
ル
ア
ル
メ
擁
壁
の
安
全
対
策
調
査
事
業
に

つ
い
て
予
算
額
が
前
年
度
よ
り
減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
や
、

採
用
予
定
の
教
育
委
員
会
事
務
局
の
職
員
に
つ
い
て
採
用
す

る
目
的
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

議　

案

職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

連
合
事
務
局
職
員
及
び
教
育
委
員
会
職
員
の
定
数
を
改

め
る
条
例
。�

可
決　

全
員
賛
成

教
育
長
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例

　

京
都
府
市
町
村
退
職
手
当
組
合
へ
の
加
入
に
よ
り
、

退
職
手
当
の
積
立
て
、
支
給
に
関
す
る
事
務
が
不
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
関
係
条
例
を
廃
止
す
る
た
め
の
条
例
。

�

可
決　

全
員
賛
成

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳

入 

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億
８
５
３
５
万
円
と
す
る
補
正

�

可
決　

全
員
賛
成

令
和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
３
９
７
１
万
2
千
円
と
す
る

予
算�

可
決　

全
員
賛
成
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令和３年度
一般会計当初予算 14億2,447万円

令和３年度�一般会計当初予算 笠置町

◦一般会計当初予算の概要
　　令和３年度の一般会計予算ほか４特別会計予算が３月の定例議会で可決されました。
一般会計と４特別会計を合わせた予算総額は20億3,857万円で、前年度に比べ10,340万円（4.8％）の減額となってい
ます。
◦一般会計当初予算の主な内容
　総務費では、総合計画・地域活性化起業人（旧地域お
こし企業人）事業や総合計画推進事業及びふるさと納税
「返礼品事業」等を計上しています。

　民生費では、新規事業の結婚・子育て応援住宅総合支
援事業、少子化対策・子育て支援関連事業や健康増進促
進事業を予算計上しています。

　衛生費では、昨年度から実施している退院直後の母子
に対して心身のケアや育児のサポート等きめ細かい支援
を実施する産後ケア事業や、簡易水道特別会計への操出
金を計上しています。

　土木費では、橋梁の長寿命化計画に基づき、老朽化し
た橋梁の定期点検と橋梁保全に関する工事費や町営住宅
の耐震改修工事等を予算計上しています。
教育費では、相楽東部広域連合への負担金を計上してい
ます。

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
町民福祉のために（民生費）……………………………………… 281,887円
地方債の償還のために（公債費）………………………………… 108,019円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費）………………………… 113,772円
窓口のサービスのために（総務費）……………………………… 346,547円
教育のために（教育費）……………………………………………… 53,203円
火災予防等のために（消防費）……………………………………… 49,514円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）………………… 92,074円
議会活動のために（議会費）………………………………………… 40,697円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）………………… 21,048円

商工業の振興のために（商工費）…………………………………… 44,057円
災害復旧のために…………………………………………………………1,785円
予備費など（予備費・諸支出金）……………………………………… 811円
町民１人当たりに使われるお金………………………………… 1,153,415円
町民１人当たりが納めるお金……………………………………… 119,691円
１世帯当たりに使われるお金…………………………………… 2,271,877円
１世帯当たりが納めるお金………………………………………… 235,754円

令和３年４月１日現在
人口　1,235人　世帯数　627世帯

◦会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 1,424,467 1,564,206 △ 139,739 △ 8.9

特別会計 614,105 577,766 36,339 6.3

国民健康保険
特別会計 188,851 199,849 △ 10,998 △ 5.5

簡易水道事業
特別会計 71,579 59,505 12,074 20.3

介護保険
特別会計 286,656 252,939 33,717 13.3

後期高齢者医療
特別会計 67,019 65,473 1,546 2.4

合　　　計 2,038,572 2,141,972 △ 103,400 △ 4.8

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

町税
147,818

地方債
75,500

地方交付税
680,000

分担金及び
負担金
1,277

使用料及び
手数料
14,467

国庫支出金
68,207

府支出金
69,944

繰入金
235,853

財産収入
2,867

寄附金
4,400

繰越金
2,000

諸収入
48,982

議会費
50,261

総務費
427,985

民生費
348,131

衛生費
140,508

農林水産業費
25,994

商工費
54,411

土木費
113,712

消防費
61,150

教育費
65,706

公債費
133,403

予備費
1,000

災害復旧費
2,205

地方譲与税
9,050
利子割交付金
111
配当割交付金
1,189

諸支出金 1

株式等譲渡所得割
交付金
1,023

地方消費税交付金
28,102

法人事業税交付金
896

ゴルフ場利用税
交付金
31,316
自動車取得税
交付金
1
環境性能交付金
848

地方特例交付金
616

笠
置
町

令
和
3
年
度 

一
般
会
計
当
初
予
算
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〜ずっと暮らしたい　活力と交流の茶源郷　和束をめざして〜
◦一般会計当初予算の概要
　令和３年度の一般会計ほか６特別会計予算が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と６特別会計を合わせた予算の総額は、53億670万円で、前年度に比べ4,188万円の増額（0.8％増）とな
っています。
◦一般会計当初予算の主な内容
　新型コロナウイルス感染症の猛威が未だ衰えないなか、ワクチンの迅速かつ円滑な接種に向けた体制の確保に取組み
ます。また、感染状況や社会経済状況などを総合的に勘案し、臨機応変に必要な対策を講じます。
　また、住民の安心・安全の確保に向けて、和束保育園の耐震改修工事に向けた取組を進めるとともに、祝橋の本格的
な架替工事の開始、石寺橋整備事業や町道拡幅改良事業などについても計画的に進め、防災力の強化を着実に進めます。
　さらに、交流ステーション（農産物直売所）の運営を開始し、茶源郷和束の充実・発展に寄与する拠点として、和束
茶をはじめとした地域ブランドの普及・販売等を進めます。また、ゴルフカートを利用した周遊観光事業は石寺方面へ
の観光ルートについて、観光に特化した自治体有償運送を全国初の取組として開始し、本町の魅力を存分に活かした観
光振興と地域活性化を推進します。
　開催が延期となったワールドマスターズゲームズ（和束
町：マウンテンバイク競技）についても、2022年５月13日～
16日に開催が決定し、さらなる機運の醸成や自転車競技の裾
野を広げる取組を展開します。

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
子育て、高齢者、障害者の支援のために（民生費）…………………… 191,609円
全般的な事務、企画、交通、広報、選挙などのために（総務費）…… 149,726円
道路・河川・住宅の整備のために（土木費）…………………………… 145,736円
環境保全や健康を守るために（衛生費）………………………………… 134,754円
地方債の償還のために（公債費）………………………………………… 96,022円
教育のために（教育費）…………………………………………………… 54,558円
防災・火災予防のために（消防費）……………………………………… 50,723円
農林業基盤や茶業振興のために（農林業費）…………………………… 30,878円
議会活動のために（議会費）……………………………………………… 14,739円
商工業振興・観光振興のために（商工費）……………………………… 11,136円
台風等による災害復旧のために（災害復旧費）…………………………… 1,740円
予備費など（予備費・諸支出金）…………………………………………… 1,334円
町民１人当たりに使われるお金…………………………………………… 882,956円
町民１人当たりが納めるお金……………………………………………… 91,738円
１世帯当たりに使われるお金…………………………………………… 1,940,023円
１世帯当たりが納めるお金………………………………………………… 201,567円

令和３年４月１日現在
人口　3,755人　世帯数　1,709世帯

令和３年度
一般会計当初予算 33億1,550万円

令
和
3
年
度 

一
般
会
計
当
初
予
算

和
束
町

◦会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 3,315,500 3,292,600 22,900 0.7

特別会計 1,991,200 1,972,220 18,980 1.0

湯船財産区
特別会計 4,800 4,920 △ 120 △ 2.4

国民健康保険
特別会計 710,900 795,000 △ 84,100 △ 10.6

（事業勘定） 610,200 690,000 △ 79,800 △ 11.6

（直営診療施設勘定） 100,700 105,000 △ 4,300 △ 4.1

簡易水道事業
特別会計 197,600 156,700 40,900 26.1

下水道事業
特別会計 282,400 269,600 12,800 4.7

介護保険
特別会計 718,000 667,200 50,800 7.6

（保険事業勘定） 711,100 660,400 50,700 7.7

（サービス勘定） 6,900 6,800 100 1.5

後期高齢者医療
特別会計 77,500 78,800 △ 1,300 △ 1.6

合　　　計 5,306,700 5,264,820 41,880 0.8

令和３年度�一般会計当初予算 和束町

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

町税
344,478

地方債
374,500

地方譲与税 
32,606

利子割交付金
324 配当割交付金

2,567
株式等譲渡所得割交付金
1,464
法人事業税交付金
1,711
地方消費税交付金
79,037

ゴルフ場利用税
交付金
12,109

環境性能割
交付金
3,474
地方特例
交付金
4,365

地方交付税
1,692,376

交通安全対策
特別交付金
200

分担金及び
負担金
72,728

使用料及び
手数料
29,014

国庫支出金
401,762

府支出金
162,020

財産収入
244

寄付金
1

繰入金
73,631

繰越金
5,000

諸収入
21,889

議会費
55,344

総務費
562,220

民生費
719,490

衛生費
506,003

農林業費
115,948

商工費
41,815

土木費
547,238

消防費
190,466

教育費
204,867

災害復旧費
6,535

公債費
360,564

諸支出金
10

予備費
5,000
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◦一般会計�当初予算の概要
　令和３年度の一般会計予算ほか５特別会計が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と５特別会計を合わせた予算の総額は、37億542万円で前年度に比べ１億4,602万円の減額（3.8％減）と
なっています。一般会計の予算規模は、前年度に比べ7,629万円の減額（2.9％減）となりました。４月からこの予算
に基づいて新年度事業を展開しています。

令和３年４月１日現在
人口　2,582人　世帯数　1,208世帯

歳出　目的別で村民１人当たりにすると（一般会計）
村民福祉のために（民生費）……………………………………… 198,625円
地方債の償還のために（公債費）………………………………… 120,138円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費）………………………… 113,612円
窓口のサービスのために（総務費）……………………………… 212,871円
教育のために（教育費）……………………………………………… 78,424円
火災予防等のために（消防費）……………………………………… 49,125円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）……………… 120,858円
議会活動のために（議会費）………………………………………… 18,406円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）………………… 72,212円
災害復旧のために（災害復旧費）………………………………………1,936円

商工業の振興のために（商工費）…………………………………… 13,362円
予備費など（予備費・諸支出金）………………………………………1,936円
村民１人当たりに使われるお金………………………………… 1,001,505円
村民１人当たりが納めるお金……………………………………… 110,137円
１世帯当たりに使われるお金…………………………………… 2,140,635円
１世帯当たりが納めるお金………………………………………… 235,408円

令和３年度
一般会計当初予算 25億8,589万円

◦一般会計当初予算の主な内容� （単位：千円）

事業名 事業内容 予算額

道路を整備す
る事業

大河原東和束線・法ヶ平尾立石線の道路改良及び
大河原島ヶ原線外路線の舗装修繕等を実施します。 98,900

橋梁を整備す
る事業

今後老朽化する道路構造物である橋梁等の長寿命
化、安全性や信頼性を確保するための点検作業等
を実施します。

14,700

庁舎等管理事業
近年の多発する災害に備えて、役場庁舎の耐震診
断を実施します。また、老朽化している童仙房公民
館の設計をおこないます。

27,433

月ヶ瀬口駅前
整備事業

JR大河原駅と並ぶ村の玄関口である、JR月ヶ瀬口
駅前の整備のための事業を実施します。 7,364

災害対策費
常日頃から、避難場所等を把握しておき、いざとい
う時に早急且つ安全に避難できるように、ハザード
マップを作成します。

9,743

農業施設管理
運営事業

指定緊急避難場所に指定されている農業者トレー
ニングセンターの屋根改修工事等をおこない、防
災力の強化を図ります。

31,696

新型コロナウ
イルス感染症
予防対策事業

（予防接種事業）

新型コロナウイルスのワクチン接種に係る、コール
センター等の設置等を実施します。 14,377

◦会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和３年度 令和２年度 比較
増減額 増減率

一般会計 2,585,887 2,662,178 △ 76,291 △ 2.9

特別会計 1,119,534 1,189,263 △ 69,729 △ 5.9

国民健康保険
特別会計 409,822 413,569 △ 3,747 △ 0.9

簡易水道
特別会計 220,587 213,189 7,398 3.5

後期高齢者医療
特別会計 65,134 66,060 △ 926 △ 1.4

介護保険特別会計 420,641 415,428 5,213 1.3

（保険事業勘定） 415,776 411,185 4,591 1.1

（介護サービス事業勘定） 4,865 4,243 622 14.7

高度
情報ネットワーク

特別会計
3,350 81,017 △ 77,667 △ 95.9

合　　　計 3,705,421 3,851,441 △ 146,020 △ 3.8

令和３年度�一般会計当初予算 南山城村

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

村税
284,373

地方債
320,100

地方交付税
1,160,000

交通安全対策
特別交付金
500

分担金及び
負担金
1,313

使用料及び
手数料
29,644

国庫支出金
172,599

府支出金
128,470財産収入

4,126

寄附金
12,000

繰入金
277,100

繰越金
7,500

諸収入
52,313

議会費
47,525

総務費
549,632

民生費
512,851

衛生費
293,345

農林水産業費
186,451

商工費
34,500

土木費
312,055

消防費
126,841

教育費
202,491

災害復旧費
5,000

公債費
310,196

予備費
5,000地方譲与税

26,148
利子割交付金
200 配当割交付金

1,700
株式等譲渡所得割
交付金
1,700
法人事業税交付金
1,100
地方消費税交付金
46,000
ゴルフ場利用税
交付金
55,000
自動車取得税
交付金
1

環境性能割
交付金
2,600

地方特例交付金
1,400

南
山
城
村

令
和
3
年
度 

一
般
会
計
当
初
予
算
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相
楽
東
部
広
域
連
合

令和３年度
一般会計当初予算 8億3,971万円

令和３年度�一般会計当初予算 広域連合

歳 入
（単位：千円）

歳 出
（単位：千円）

府支出金
2,993

繰入金 12,285 諸収入
18,571

分担金及び負担金
797,224

議会費 804

総務費
66,134

衛生費
256,592

教育費
486,509

公債費
15,298

使用料及び手数料
7,335
財産収入
4

繰越金
1,300 民生費

13,175

予備費
1,200

◦一般会計当初予算の概要
　相楽東部広域連合では、相楽東部クリーンセンターの休止に伴う廃棄物処理方法の見直しやゴミ処理の民間委託に関
する業務、笠置町・和束町・南山城村の３小学校・２中学校の運営、そして社会教育（生涯教育）事業をおこなってい
ます。
　令和３年度の一般会計予算が２月定例議会で可決されました。予算の総額は８億3,971万円で前年度と比較すると、
3,744万円の減額となっています。
　歳入については、主なものとして連合を構成する笠置町・和束町・南山城村からの分担金・負担金が2,814万円の減
額となっています。
　歳出については、総務費において、教育委員会の笠置町分室及び南山城村分室のネットワーク整備に係る費用（作業
費、機器購入費）として230万円を計上しています。
　民生費では、認知症初期集中支援事業の費用として、サポート医や作業療法士等への報償費や認知症啓発リーフレッ
ト作成費用等で28万円を計上しています。
　衛生費では、相楽東部クリーンセンターが平成31年４月１日から稼働を休止し、ごみ処理を民間事業者に委託して
いる関係で、相楽東部管内の一般廃棄物を処理委託する費用及び収集運搬・中間処理・最終処分に関連する費用として
２億4,209万円を計上しています。
　教育費では、主な事業として今年度から新たに教育委員会事務局の職員を採用するための人件費（給与、諸手当等）
として788万円を、南山城小学校においてエレベーター修繕に係る費用として913万円を、同じく南山城小学校の校内
ネットワークに係る機器更改費用として468万円を、それぞれ計上しています。
　社会教育費においては、平成26年度より実施している合同成人式や子育て講座・女性学講座・成人教育事業・京の
まなび教室推進事業・高齢者教育推進事業など、それぞれのライフステージに対応した各種社会教育事業を展開してい
ます。また、和束町史編さん事業についても町史編さんに向けた各種事業や写真展示・古文書講座等、和束の歴史を一
般に広く知ってもらうための取り組みを展開 していきます。
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笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

 （
有
償
運
送
）出
発
式

　

和
束
町
で
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
の
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
周
遊
ツ
ア
ー
開
始
を
前
に
、
３
月
25
日
（
木
）

に
和
束
町
観
光
案
内
所
で
報
道
機
関
を
は
じ
め
関
係
者
を
招

き
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
出
発
式
を
開
き
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
主
催
者
の
堀
忠
雄
町
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

地
域
力
推
進
課
か
ら
事
業
の
経
緯
等
を
説
明
し
ま
し
た
。
続

い
て
来
賓
を
代
表
し
、
近
畿
運
輸
局
京
都
運
輸
支
局
長
の
足

利
剛
様
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
発
式
で
は
車
両
愛
称
の
発
表
も
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
事
前
に
愛
称
を
募
集
し
、
町
内
か
ら
52
点
の
応
募
が

あ
り
、
村
田
さ
と
子
様
の
「
グ
ー
チ
ャ
モ
」
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

「
グ
ー
チ
ャ
モ
」
は
和
束
町
や
和
束
茶
の
グ
リ
ー
ン
、
茶

茶
ち
ゃ
ん
の
チ
ャ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
モ
を
取
っ
て
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
観
光
案
内
所
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
お
こ
な
い
、

石
寺
の
茶
畑
ま
で
「
グ
ー
チ
ャ
モ
」
で
巡
り
、
メ
デ
ィ
ア
に

も
多
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
合
せ　

和
束
町
地
域
力
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
２
（
直
通
）

笠
置
町
の
新
し
い
土
産
物

 『
和
菓
子
』が
完
成
し
ま
し
た

　

町
の
活
性
化
に
取
り
組
む
「
笠
置
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
」
で
は
、
笠
置
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
菓
子
「
笠
ど
ら
」

と
「
雲
海
も
ち
」
を
開
発
し
、
「
ゆ
る
ぎ
飴
」
、
「
笠
置
サ

イ
ダ
ー
」
に
続
く
新
た
な
定
番
土
産
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
笠
ど
ら
」
は
ス
ポ
ン
ジ
生
地
に
抹
茶
を
練
り
込
ん
だ
ど

ら
焼
き
で
笠
置
山
の
ご
ろ
ご
ろ
岩
や
石
を
表
現
し
た
粒
餡
に
、

雲
海
に
見
立
て
た
求
肥
を
挟
み
込
ん
だ
で
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
ま
た
「
か
さ
ぎ
雲
海
も
ち
」
は
白
い
餅
生
地
を
雲
海
に

抹
茶
餡
を
笠
置
山
に
見
立
て
、
山
が
白
い
雲
に
浮
か
ぶ
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
は
笠
置
町
出
身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
窪
寺
梓
朱
花
さ
ん
に

依
頼
し
ま
し
た
。

　

価
格
は
「
笠
ど
ら
」
５
個
入
り
１
箱
1
2
5
0
円
、
バ
ラ

売
り
は
１
個
2
5
0
円
、
「
か
さ
ぎ
雲
海
も
ち
」
は
５
個
入

１
箱
1
1
0
0
円
、
バ

ラ
売
り
は
１
個
2
0
0

円
（
い
ず
れ
も
税
込
価

格
）
で
販
売
し
ま
す
。

当
面
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
の
み
で
水
曜
日

か
ら
土
曜
日
の
期
間
・

数
量
限
定
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
予
め
お
電
話

い
た
だ
け
れ
ば
取
り
置

き
も
可
能
で
す
が
、
生

も
の
で
す
の
で
お
早
め

に
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

　
　
　
　
　

☎
・
FAX�

0
7
4
3
・
95
・
2
0
8
8

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
の
４
月
７
日
（
水
）
に
、

町
と
木
津
警
察
署
が
協
力
し
、
町
内
で
交
通
安
全
の
広
報
啓

発
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
日
で
も
多
く
の
人
が
集
ま
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
利
用
者

を
対
象
に
運
転
時
の
注
意
喚
起
や
、
国
道
1
6
3
号
の
危
険

箇
所
の
周
知
を
お
こ
な
い
、
ま
た
、
活
動
の
一
環
と
し
て
、

警
察
官
に
よ
っ
て
駅
ピ
ア
ノ
が
演
奏
さ
れ
、
関
西
本
線
の
乗

客
や
、
住
民
の
方
々
は
ピ
ア
ノ
の
心
地
よ
い
音
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

観光案内所前でのテープカット

グーチャモ

まち＊むらの 話題

笠どらと雲海もち
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春
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発

　

4
月
10
日
（
日
）
、
道
の
駅
「
お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま

し
ろ
村
」
に
お
い
て
、
春
の
交
通
安
全
運
動
に
伴
い
街
頭
啓

発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
の
利
用
者
に
対
し
て
啓
発
物
品
の
配
布
の
ほ
か
、

京
都
府
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
演
奏
・
演

技
も
お
こ
な
わ
れ
、
交
通
安
全
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
導
入

　

京
都
府
警
察
本
部
か
ら
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
機
材
の
貸

与
を
受
け
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
南
山
城
村
に
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
、

自
動
車
に
青
色
回
転
灯
を
装
着

し
て
地
域
の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
お
こ
な
う
活
動
で
す
。

　

安
心
・
安
全
な
む
ら
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
、
日
々
の

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
き
ま
す
。

京
都
市
内
中
心
部
に

南
山
城
村
の
お
茶
サ
ロ
ン
が
誕
生

　

京
都
中
心
部
の
麩
屋
町
通
り
に
4
月
29
日（
木
・
祝
）、
南

山
城
村
の
お
茶
の
魅
力
を
伝
え
る
日
本
茶
サ
ロ
ン
「
麩ふ

屋や

柳り
ゅ
う

緑り
ょ
く

（
K
Y
O
T
O 

F
U
Y
A 

R
Y
U
―

R
Y
O
K
U
）」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

1
階
の
「
麩
屋
柳
緑 

南
山
城
村
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」

で
は
、
村
の
お
茶
や
お
茶
の
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
販
売
、
2
階

の
日
本
茶
カ
フ
ェ「
n
a
t
u
r
a
m 

R
Y
U
―

R
Y
O
K
U
」

で
は
、
東
京
で
活
躍
さ
れ
る
フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
に
よ
る
南
山

城
村
の
お
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
が
味
わ
え
ま
す
。

　

運
営
す
る
の
は
、
株
式
会
社
セ
イ
ム
ペ
イ
ジ
（
本
社
：
東

京
都
中
央
区
）
で
、
村
は
昨
年
12
月
、
同
社
か
ら
の
提
案
に

賛
同
し
「
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
、
村
の
現

地
案
内
や
情
報
提
供
を
お
こ
な
い
、
ま
た
、
主
に
商
品
を
提

供
す
る
「
道
の
駅 

お
茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
」
で

は
、
生
産
者
紹
介
や
生
産
背
景
を
伝
え
る
な
ど
、
連
携
し
て

店
舗
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

産
地
の
村
と
京
都
市
内

を
つ
な
ぐ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
か
ら
、
村
の
お
茶
フ

ァ
ン
の
創
出
・
拡
大
を
目

指
し
た
新
し
い
取
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

街頭啓発活動の様子

盛上雄登さん（写真右）

京都府警察音楽隊による演奏

南
山
城
村

和
束
町

南
山
城
村

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用

　

は
じ
め
ま
し
て
、
2
0
2
1
年
4
月
1
日
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
和
束
町
観
光
案
内
所
で
勤
務
し
て
い
ま
す

盛
上
雄
登
（
も
り
が
み
ゆ
う
と
）
と
申
し
ま
す
。
宇
治
市
か

ら
参
り
ま
し
た
24
歳
で
す
。

　

和
束
町
に
来
た
き
っ
か
け
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
自
分

の
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
都
会
に
住
む
よ
り
も

自
然
豊
か
な
所
に
住
み
た
い
と
思
い
移
住
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宇
治
茶
の
お
茶
は
宇
治
で
作
ら
れ
た
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
実
は
多
く
は
和
束
町
で
作
ら
れ
た
お
茶
だ
と

知
り
、
和
束
町
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
多
く
の
若
い
人
に

和
束
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
来
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
活
動
し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

まち＊むらの 話題
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行 政 A d m i n i s t r a t i o n
人事異動

令
和
3
年
４
月
１
日
付（　
　

）内
は
旧
役
職
名

※
係
長
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

笠
置
町

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
異　

動
】

前
田　

早
知
子

参
事
兼
総
務
財
政
課
長
事
務
取
扱

（
職
員
力
向
上
担
当
参
事
兼
税
住
民
課
長
事
務
取
扱
）

岩
㟢　

久
敏

建
設
産
業
課
長（
総
務
財
政
課
長
）

石
原　

千
明

税
住
民
課
長（
税
住
民
課
担
当
課
長
）

石
川　

久
仁
洋
人
権
啓
発
課
長
兼
笠
置
会
館
館
長（
建
設
産
業
課
長
）

浅
川　

元
紀

総
務
財
政
課
長
補
佐
兼
建
設
産
業
課
担
当
課

長
補
佐（
建
設
産
業
課
長
補
佐
）

林　

克
直

建
設
産
業
課
長
補
佐（
建
設
産
業
課
主
査
）

【
派　

遣
】

吉
田　

和
秀

相
楽
東
部
広
域
連
合
課
長（
相
楽
東
部
広
域
連

合
課
長
補
佐
）

矢
野　

邦
彦

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣（
総
務
財
政
課
主
任
）

【
新
規
採
用
】

丸
山　
　

聡

建
設
産
業
課
主
事

辻
村　

詩
織

総
務
財
政
課
主
事

【
退
職
者
】 

※
令
和
3
年
3
月
31
日
付

市
田　

精
志

（
商
工
観
光
課
長
）

和
束
町

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
異　

動
】

草
水　

清
美

地
域
力
推
進
課
長
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ

ー
ム
ズ
準
備
室
長（
地
域
力
推
進
課
長
兼
観
光

係
長
事
務
取
扱
）

細
井　

隆
則

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
務
長（
税
住
民
課
長

兼
税
務
係
長
事
務
取
扱
）

島
川　

昌
代

議
会
事
務
局
長
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱（
議
会
事
務
局
長
）

吉
田　

敏
江

税
住
民
課
長
兼
税
務
係
長
事
務
取
扱（
税
住
民

課
長
補
佐
兼
住
民
戸
籍
係
長
事
務
取
扱
兼
保

険
年
金
係
長
事
務
取
扱
）

竹
谷　

徹
也

農
村
振
興
課
長
兼
茶
業
係
長
事
務
取
扱（
農
村

振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱
）

宮
木　
　

大

総
務
課
行
財
政
担
当
課
長
兼
財
政
係
長
事
務

取
扱（
京
都
府
職
員
）

藤
原　

秀
太

京
都
府
職
員（
総
務
課
行
財
政
担
当
課
長
兼
財

政
係
長
事
務
取
扱
）

北　
　

卓
也

地
域
力
推
進
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
事
務
取

扱
兼
観
光
係
長
事
務
取
扱（
地
域
力
推
進
課
長

補
佐
兼
企
画
係
長
事
務
取
扱
）

宮
嶋　

靖
典

農
村
振
興
課
環
境
係
長
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱

（
農
村
振
興
課
環
境
係
長
）

今
西　
　

靖

税
住
民
課
住
民
戸
籍
係
長
兼
保
険
年
金
係
長

事
務
取
扱（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
）

小
渡　

ま
り
子

（
再
任
用
職
員
）
国
民
健
康
保
険
診
療
所
看
護
師（
国
民
健
康
保

険
診
療
所
看
護
師
長
）

【
派　

遣
】

東
本　

繁
和

（
再
任
用
職
員
）
京
都
地
方
税
機
構
派
遣（
農
村
振
興
課
長
兼
茶

業
係
長
事
務
取
扱
）

廣
尾　

公
則

京
都
府
出
向（
税
住
民
課
主
事
）

向
田　

知
史

京
都
府
出
向（
総
務
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】

石
川　

美
里

地
域
力
推
進
課
主
事

馬
場　

真
衣
子

農
村
振
興
課
主
事
補

【
退
職
者
】 

※
令
和
3
年
3
月
31
日
付

東
本　

繁
和

農
村
振
興
課
長
兼
茶
業
係
長
事
務
取
扱

小
渡　

ま
り
子

国
民
健
康
保
険
診
療
所
看
護
師
長

和
賀　
　

聡

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
務
長

植
村　

茂
人

地
域
力
推
進
課
長
補
佐
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
準
備
室
長

南
山
城
村

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
異　

動
】

廣
岡　

久
敏

参
事（
総
務
課
長
）

杉
本　

浩
子

総
務
財
政
課
長（
保
健
福
祉
課
福
祉
課
長
）

奥
西　

秀
樹

財
産
施
設
課
長（
建
設
水
道
課
長
補
佐
）

井
上　

浩
樹

企
画
政
策
課
長（
税
財
政
課
長
）

岸
田　

啓
介

税
住
民
福
祉
課
長（
建
設
水
道
課
長
）

中
嶋　

孝
浩

保
健
医
療
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長（
保
健

福
祉
課
保
健
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）

岸
田　

秀
仁

産
業
観
光
課
長（
む
ら
づ
く
り
推
進
課
長
）

末
廣　

昇
哉

建
設
環
境
課
長（
産
業
観
光
課
長
）

廣
尾　

真
智
子

議
会
事
務
局
長（
会
計
管
理
者
）

冨
岡　

康
子

会
計
管
理
者（
税
財
政
課
長
補
佐
）

袖
岡　

幸
司

総
務
財
政
課
長
補
佐（
税
財
政
課
長
補
佐
）

橋
本　

昌
貴

企
画
政
策
課
長
補
佐（
む
ら
づ
く
り
推
進
課
長

補
佐
）

米
澤　

昌
樹

税
住
民
福
祉
課
長
補
佐（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
）

栗
本　

保
代

（
再
任
用
職
員
）
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐（
議
会
事
務
局
長
）

奥
山　

七
美

税
住
民
福
祉
課
長
補
佐 

京
都
地
方
税
機
構
派
遣

（
税
財
政
課
係
長 

京
都
地
方
税
機
構
派
遣
）

土
井　
　

充

保
健
医
療
課
長
補
佐（
総
務
課
長
補
佐
）

岸
田　

い
ず
み

産
業
観
光
課
長
補
佐（
産
業
観
光
課
係
長
）

仲
辻　

泰
生

建
設
環
境
課
長
補
佐（
建
設
水
道
課
長
補
佐
）

井
上　

充
代

建
設
環
境
課
長
補
佐（
建
設
水
道
課
長
補
佐
）

山
本　

雅
史

（
再
任
用
職
員
）
議
会
事
務
局
主
査
兼
税
住
民
福
祉
課
長
補
佐

（
参
事
兼
保
育
所
長
）

豊
田　

素
大

総
務
財
政
課
係
長（
む
ら
づ
く
り
推
進
課
係
長
）

德
田　

由
美
子

総
務
財
政
課
係
長（
総
務
課
係
長
）

阿
部　

真
伸

企
画
政
策
課
係
長
・
相
楽
東
部
未
来
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
併
任
（
む
ら
づ
く
り
推
進
課
係
長
・
相

楽
東
部
未
来
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
併
任
）

土
井　

ひ
と
み

税
住
民
福
祉
課
係
長（
税
財
政
課
係
長
）

岡
本　
　

剛

保
健
医
療
課
係
長
兼
社
会
福
祉
士（
保
健
福
祉

課
係
長
兼
社
会
福
祉
士
）

山
際　

純
正

建
設
環
境
課
係
長（
総
務
課
係
長
）

【
新
規
採
用
】

岡
田　

美
紀
子

保
育
所
長

奥
谷　
　

昭

財
産
施
設
課
係
長

【
退
職
者
】 

※
令
和
3
年
3
月
31
日
付

山
本　

雅
史

参
事
兼
保
育
所
長

栗
本　

保
代

議
会
事
務
局
長
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教育

就
学
援
助
費
制
度
の
お
し
ら
せ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
を
小
中
学
校
に
通
学
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
経

済
的
な
理
由
等
に
よ
っ
て
学
習
に
必
要
な
文
房
具
や
通
学
用
品
な
ど
の
購
入
に

困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
事
業
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
さ
れ
る
か
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
費
用

①
学
用
品
費
等
（
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
）

　

 

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
（
一
年
生
を
除
く
）
・
校
外
活
動
費
・
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
（
一
年
生
の
み
）
・
ク
ラ
ブ
活
動
費
・
生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
・
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
等
・
オ
ン
ラ
イ
ン
通
信
費

②
医
療
費
（
通
学
す
る
学
校
で
、
医
療
券
の
申
請
が
必
要
）

　

 

対
象
病
名
： 

ト
ラ
コ
ー
マ
・
結
膜
炎
・
慢
性
副
鼻
腔
炎
・
中
耳
炎
・
寄
生
虫

病
な
ど

対
象
者

　
申
請
時
に
お
い
て
次
の
ア
か
ら
ク
に
該
当
す
る
世
帯

　

ア　

 

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
世
帯

　

イ　

市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

ウ　

個
人
事
業
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

エ　

固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

オ　

国
民
年
金
保
険
料
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

カ　

国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
世
帯

　

キ　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

　

ク　

 

学
校
長
ま
た
は
民
生（
児
童
）委
員
が
特
に
援
助
が
必
要
と
認
め
る
世
帯

申
請
方
法

　

希
望
者
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
児
童
生
徒
の
通

学
し
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
提

出
は
不
可
で
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

令
和
３
年
度 

教
職
員 

離
・
着
任
式

　

春
は
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す
。

　

４
月
１
日
（
木
）
、
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
令
和
３
年
度
教
職
員 

離
・
着
任
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
に
9
人
の
先
生
と
の
別
れ
を
惜
し
み
午
後
に
は
新
し

く
着
任
さ
れ
た
先
生
と
共
に
、
気
持
ち
を
新
た
に
新
年
度
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

◇
新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
の
紹
介
◇

教
職
員�

※
職
名
・
氏
名
（
前
任
校
・
役
職
）

【
笠
置
小
学
校
】

　

教
頭　

松
本　

美
枝
（
和
束
小
学
校　

教
諭
）

　

栄
教　

小
松　
　

翠
（
舞
鶴
支
援
学
校　

栄
教
）

【
和
束
小
学
校
】

　

校
長　

西
村　
　

訓
（
川
西
小
学
校　

教
頭
）　
　

　

教
諭　

川
勝　

大
貴
（
園
部
小
学
校　

教
諭
）

　

教
諭　

大
久
保　

裕
美
（
和
束
小
学
校　

教
諭　

再
任
用
）

　

教
諭　

平
舘　

敦
子
（
和
束
小
学
校　

教
諭　

再
任
用
）　
　
　

【
南
山
城
小
学
校
】

　

教
頭　

杉
田　

賢
知
（
笠
置
小
学
校　

教
頭
）

　

教
諭　

中
村　

優
子
（
寺
田
南
小
学
校　

教
諭
）　

　

教
諭　

三
木　
　

誠
（
井
手
小
学
校　

教
諭
）

　

教
諭　

深
田　

広
大
（
新
規
採
用
）

【
和
束
中
学
校
】

　

教
諭　

瀬
戸
川　

徹
（
北
城
陽
中
学
校　

教
諭
）

　

養
教　

小
野　

斉
恵
（
山
城
中
学
校　

養
教
）

【
笠
置
中
学
校
】

　

教
諭　

野
寺　

由
香
（
和
束
中
学
校　

教
諭
）

　

教
諭　

増
田　

将
也
（
他
府
県
よ
り
転
入
）

令
和
３
年
度

小
・
中
学
校
入
学
式

　

管
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
を
講
じ
、

小
学
校
は
４
月
６
日
（
火
）
、
中
学
校
は

７
日
（
水
）
に
入
業
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
内
容
の
精
選
と
時
間
短
縮
の

も
と
、
入
学
生
が
来
賓
・
保
護
者
や
在
校

生
、
教
職
員
に
温
か
い
拍
手
で
迎
え
ら
れ

て
入
場
し
ま
し
た
。
（
笠
置
小
２
人
、
和

束
小
18
人
、
南
山
城
小
７
人
、
和
束
中
13

人
、
笠
置
中
15
人
）

　

小
学
校
で
は
、
３
月
に
卒
園
し
た
ば
か

り
の
幼
い
面
持
ち
の
新
入
生
が
、
自
分
の

名
前
が
呼
ば
れ
る
と
し
っ
か
り
と
返
事
を

し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
新
入
生
の
代
表
者
が
中

学
生
生
活
で
勉
強
や
部
活
な
ど
に
励
み
大

き
く
成
長
す
る
こ
と
を
誓
い
、
在
校
生
か

ら
も
歓
迎
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
希
望
を
持
ち
、
新
た

な
学
校
生
活
の
第
１
歩
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
事
務
局

職
員
の
異
動

�

令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
（　

）
内
は
前
職
名

生
涯
学
習
課
主
任　

矢
野　

邦
彦

�

（
笠
置
町 

総
務
財
政
課　

主
任
）

学
校
教
育
課
長
代
理　

大
久
保　

欣
浩

�

（
新
規
採
用
）
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令和３年度高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種
　平成26年10月１日から65歳以上の方を対象とした肺炎球菌予防接種が定期予防接種に追加され、平成30
年度までの５年の時限措置で実施していましたが、引き続き平成31年度～令和５年度（2019年度～2023年
度）までの５年間、これまで一度も肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方の接種機会が延長されることに
なりました。定期接種の対象となる方は毎年異なるため、この機会を逃さないようご注意ください。

【注意事項】
公費負担で接種できる機会は生涯で一回のみです。
※ 接種方法等については町村によって異なりますので、お問合せください。なお、それぞれの町村で個別

通知を予定していますが、通知の発送までに接種を希望される場合は下記の問合せ先にご連絡ください。
② 60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓もしく

は呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能に障害を有する方

【接種期間】
令和４年３月31日まで

【問合せ】
笠置町保健福祉課 ☎0743・95・2301（代表）
和束町福祉課 ☎0774・78・3006（直通）
南山城村保健福祉センター ☎0743・93・0294

①令和３（2021）年度に次の年齢となる方
年齢 対象生年月日

65歳 昭和31年４月２日生～昭和32年４月１日生の方

70歳 昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生の方

75歳 昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生の方

80歳 昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生の方

85歳 昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生の方

90歳 昭和６年４月２日生～昭和７年４月１日生の方

95歳 大正15年４月２日生～昭和２年４月１日生の方

100歳 大正10年４月２日生～大正11年４月１日生の方

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療セ
ンターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
６月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
６月 6日（日） 内科 20日（日） 内科・小児科

13日（日） 内科 27日（日） 内科・小児科
※ ５月分については広報れんけい４月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）　☎0774・73・9988（直通）

　

介
護
保
険
と
き
く
と
、
40
歳
か

ら
保
険
料
が
勝
手
に
天
引
き
さ
れ

て
い
る
と
思
う
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
じ
つ
は
高
齢
者
の
介
護
を

社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
と

し
て
2
0
0
0
年
に
介
護
保
険
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
は

介
護
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
方
で

す
が
、
40
～
64
歳
の
方
で
も
特
定

の
病
気
を
お
持
ち
の
方
で
介
護
が

必
要
な
ら
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
居
宅
介
護
支
援
や
居

宅
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
訪
問
介
護
や
生

活
援
助
（
掃
除
や
洗
濯
、
買
い
物

や
調
理
な
ど
を
手
伝
う
）
、
看
護

師
が
訪
問
す
る
訪
問
看
護
、
訪
問

入
浴
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
食
事
や

入
浴
な
ど
の
支
援
や
、
心
身
の
機

能
の
維
持
・
向
上
、
口
腔
の
機
能

訓
練
を
行
う
）
や
デ
イ
ケ
ア
（
日

常
生
活
の
自
立
の
た
め
に
理
学
療

法
士
や
作
業
療
法
士
が
リ
ハ
ビ
リ

を
行
う
）
、
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
（
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
方

が
利
用
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
短
期
滞
在
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（
施
設
な
ど
に
短
期
宿
泊
し
て
食

事
や
入
浴
、
リ
ハ
ビ
リ
の
支
援
を

行
い
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

施
設
入
居
準
備
を
す
る
）
が
あ
り

ま
す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）

や
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
、

介
護
型
療
養
医
療
施
設
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
細
か
い
違
い
に
つ
い

て
は
長
く
な
り
ま
す
の
で
省
略
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
は
福
祉
用
具

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
ベ
ッ

ド
や
車
い
す
の
レ
ン
タ
ル
）
、
住

宅
改
修
も
介
護
保
険
か
ら
補
助
金

が
で
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
が
い
る
方
は
主

治
医
の
先
生
に
、
特
に
病
気
は
無

く
て
も
年
齢
の
た
め
身
体
が
不
自

由
に
感
じ
る
方
も
、
ま
ず
は
自
治

体
の
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

岸
田
内
科
医
院

岸
田
秀
樹

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
7474  

介
護
保
険
っ
て
？

介
護
保
険
っ
て
？

保健・福祉
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安心・安全

笠
置
町

令
和
3
年
度

笠
置
町
消
防
団�

新
入
団
員

第
6
部�

丸
山　
　

聡

和
束
町

令
和
3
年
度

和
束
町
消
防
団�

本
団
役
員

団　

長�

岡
田　

周
一

副
団
長�

谷
本　

昌
隆

副
団
長�

竹
内　

秀
年

湯
船
分
団
分
団
長�

柚
木　

敦
志

湯
船
分
団
副
分
団
長�

前
田　

卓
也

東
分
団
分
団
長�

中
井　

洋
一

東
分
団
副
分
団
長�

飯
田　

修
司

中
分
団
分
団
長�

小
西　

智
也

中
分
団
副
分
団
長�

岡
本　
　

要

西
分
団
分
団
長�

森
脇　

健
次

西
分
団
副
分
団
長�

桂　
　

慎
弥

令
和
3
年
度
消
防
団
任
命
式

　

3
町
村
で
は
4
月
1
日
付
で
新
入
団
員
が
入
団
し
ま
し
た
。
ま
た
、

和
束
町
で
は
一
部
本
団
役
員
の
任
命
替
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

任
命
替
え
の
本
団
役
員
及
び
新
入
団
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

�

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

令
和
3
年
度

和
束
町
消
防
団�

新
入
団
員

中
分
団
第
3
部�

吉
田　

真
悟

湯
船
分
団
第
２
部�

長
西　

朋
宏

�

前
田　

欣
也

退
団
役
員

湯
船
分
団
分
団
長�
藤
岡　
　

亘

東
分
団
分
団
長�
筒
井　

武
美

東
分
団
副
分
団
長�

荒
木　

章
夫

南
山
城
村

令
令
和
3
年
度

南
山
城
村
消
防
団�

新
入
団
員

第
１
分
団
第
１
部�

木
野　

宏
紀

第
１
分
団
第
５
部�

畑　

壮
一
郎

令
和
２
年
度

京
都
府
消
防
定
例

表
彰
式

　

３
月
21
日
（
日
）
、
京
都
府
消
防
定
例

表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
対
象
者
に
京
都

府
知
事
表
彰
、
京
都
府
消
防
協
会
表
彰
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
消
防
団

及
び
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
は
左
記
の

方
々
で
す
。

笠
置
町
消
防
団

☆
京
都
府
消
防
協
会
表
彰

　

優
秀
竿
頭
綬�

笠
置
町
消
防
団

☆
京
都
府
知
事
表
彰

　

精
励
章　

副
本
部
長�

植
田　

将
行

南
山
城
村
消
防
団

☆
京
都
府
知
事
定
例
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

　
　

団　

長�

柴
垣　

紀
行

精
励
章

　
　

第
１
分
団
第
４
部 

部
長�

畑
中　

紀
人

令
和
２
年
度

消
防
庁
長
官
定
例
表
彰
及
び

第
73
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
伝
達
式

　

３
月
17
日
（
水
）
、
山
城
南
保
健
所
講
堂
で
、
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

及
び
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
伝
達
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
対
象
者
に
消
防

長
官
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
表
彰
が
伝
達
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ

た
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
は
左
記
の
方
々
で
す
。

笠
置
町
消
防
団

☆
消
防
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

　

副
団
長　
　
　
　
　

中
井　

仁
司

永
年
勤
続
功
労
章

　

第
２
部　

部
長　
　

　
　

昭
夫

☆
日
本
消
防
協
会
表
彰

功
績
章

　

本
部
長　
　
　
　
　

徳
岡　

和
洋

和
束
町
消
防
団

☆
消
防
長
官
表
彰

功
労
章

　

団　

長　
　
　
　
　

岡
田　

周
一

南
山
城
村
消
防
団

☆
日
本
消
防
協
会
表
彰

功
績
章

　

副
団
長　
　
　
　
　

蛭
川　
　

尚

精
績
章

　

副
団
長　
　
　
　
　

大
久
保　

卓
司

岡田周一団長蛭川尚副団長 左から中井仁司副団長、徳岡和洋本部長、 昭夫部長

笠置町消防団
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暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
事
業

『
第
２
回
隣
ま
ち
ツ
ア
ー
！
笠
置
編
』

日　

時　

５
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

 　

午
前
10
時
出
発

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
帰
着
予
定

　

※
雨
天
の
場
合
午
後
1
時
帰
着
予
定

集
合
場
所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

対
象
者　

 

３
町
村
在
住
、在
勤
の
18
歳
以
上
の
方

（
高
校
生
除
く
）

実
施
内
容　

笠
置
町
の
特
色
と
歴
史
を
巡
る
ツ
ア
ー

定　

員　

先
着
10
人

参
加
費　

８
５
０
円（
昼
食
代
）※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
間　

５
月
10
日
（
月
）
～
19
日
（
水
）

持
ち
物　

 

水
筒
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
・
歩
き
や

す
い
服
装
、
靴
・
マ
ス
ク
着
用

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

 『
初
夏
の
寄
せ
植
え
教
室
』

日　

時　

６
月
10
日
（
木
）

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　
　
　
　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

対
象
者　

 

３
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
除
く
）

講　

師　

勝
田
智
子
さ
ん

定　

員　

先
着
各
10
人

参
加
費　

 

１
７
０
０
円
程
度
（
材
料
費
・
講
習

料
）
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
間　

５
月
17
日
（
月
）
～
26
日
（
水
）

持
ち
物　

 

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
割
り

箸
・
マ
ス
ク
着
用

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

　

５
月
の
大
人
の
英
会
話
教
室
（
和
束
町
教

室
）
は
、
都
合
に
よ
り
休
室
し
ま
す
。
な
お
、

再
開
す
る
場
合
は
、
町
村
防
災
行
政
無
線
に
て

お
し
ら
せ
し
ま
す
。

講
座

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

５
月
12
日
（
水
）・
26
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

対
象
者　

 

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
方
（
和
束
町
の
方
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
）

　

※
保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
小
・
中
学
生
も
可

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（南
山
城
村
）

実
施
日　

５
月
８
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　
 

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）和
室

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　

※ 

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
教
室
』

実
施
日　

５
月
13
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す 

ホ
ー
ル

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

※�

マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、今
後
の
状

況
に
応
じ
て
、変
更
、ま
た
は
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
お
電
話
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

京
都
府
警
察
音
楽
隊

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル 

in 

精
華

日　

時　

6
月
20
日
（
日
）

開　

場　

午
後
1
時

開　

演　

午
後
2
時

終　

演　

午
後
3
時
20
分
予
定

場　

所　

 

京
都
府
立
け
い
は
ん
な
ホ
ー
ル

　
　
　
　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
相
楽
郡
精
華
町
光
台
一
丁
目
7
番
地
）

内　

容　

 

演
奏
曲（
予
定
）：
紅
蓮
華
、キ
ン
グ

･
コ
ッ
ト
ン
、テ
イ
ク
･
フ
ァ
イ
ブ　

等

入
場
方
法

　

・ 

往
復
は
が
き
で
の
事
前
申
込
（
1
通
に
つ

き
2
人
ま
で
の
応
募
、
全
席
指
定
）

・ 

申
込
受
付
期
間
（
消
印
有
効
）

　
　

5
月
14
日
（
金
）
ま
で

・
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

そ
の
他

・ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・ 

ご
来
場
の
際
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

手
指
の
消
毒
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

・ 

密
集
状
態
の
発
生
を
避
け
る
た
め
に
時
間

差
を
設
け
て
退
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・ 

開
催
の
中
止
等
、
演
奏
会
に
関
す
る
情
報

は
京
都
府
警
察
音
楽
隊
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

内
「
定
期
演
奏
会
等
」
で
お
し
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
来
場
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
府
警
察
音
楽
隊

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
6
4
2
・
5
9
7
2

　
　
　
　

京
都
府
警
察
本
部
広
報
応
接
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
4
5
1
・
9
1
1
1（
代
表
）

和
束
町
史
編
さ
ん
室

『
昔
の
お
茶
摘
み
』写
真
展
示
の
案
内

日　

時　

５
月
12
日
（
水
）
～
21
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
昔
の
お
茶
摘
み
」

内　

容

　

�　

今
回
は
、昔
の
和
束
の
お
茶
摘
み
や
茶
畑
の

催
し

風
景
に
つ
い
て
写
真
展
示
い
た
し
ま
す
。役
場

に
来
ら
れ
た
と
き
は
、ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　
）人

権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

5
月
18
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
～
4
時

場　

所　

 

笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問
合
せ　

 

笠
置
町
税
住
民
課
・
笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

5
月
11
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

 

和
束
町
役
場 

第
1
相
談
室

問
合
せ　

 

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

5
月
27
日
（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　

所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

5
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

令
和
３
年
特
設
人
権
相
談
日

日　

時　

６
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
研
修
室　
　

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

5
月
20
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

相
談

in
fo

rm
ation

おしらせ
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（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※ 
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
5
月
19
日
（
水
）
午
後
５
時

ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

5
月
18
日（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

5
月
19
日（
水
）

東
部
集
会
所

5
月
28
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

5
月
19
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

5
月
21
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

5
月
28
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

※�

以
上
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
府
民
相
談
日

交 通 事 故 人 権 特 設
 5月 13日 20日
 6月 10日
 7月  8日 15日
 8月 12日
 9月  9日 16日
10月 14日
11月 11日 18日
12月  9日
 1月 13日 20日
 2月 10日
 3月 10日 17日

備考

◇毎月
　第２木曜日
　午前９時～
 午後４時
◇受付は
　午後３時30分
　まで
◇午後開始は
　１時から

◇奇数月
　第３木曜日
　午後１時～
 ４時
◇受付は
　午後３時30分
　まで

場　

所　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎 

第
3
会
議
室

問
合
せ　

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局

　
　
　
　

木
津
地
域
総
務
防
災
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
0
5
1

就
職
相
談
会（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

5
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　

所　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　
（
J
R
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料�

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
ん
」

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

FAX
０
７
７
４
・
71
・
0
7
0
5

　

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 
ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
ご
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
）京

都
府
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
月
）で
す
。必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
で
き
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使

っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
税
な
ど
も
可
能
で

す
。便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※ 

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
市
町
村
税
で
す
。

　

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
山
城
南
府
税
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
1

そ
の
他

informationおしらせ

農村宿泊体験（農泊）5月の予定
　受入家庭のみなさま、こんにちは。
　なかなか農泊宿泊体験のご報告をできない今日この頃ですが、
今回は少しうれしいおしらせがあります。
　ご存知の通り、昨年農泊を予定しつつも新型コロナウイルス
の影響で、中止となった学校が何校もありました。私たちはせ
っかくのご縁を大切にしたい、京都のお茶を飲んでいただきた
いと思い、生徒のみなさんへ少しですがお茶をプレゼントさせ
ていただきました。すると、送らせていただいた学校からたく
さん、お礼のお言葉が届きました。中には生徒さんお1人お1
人の手書きのメッセージをくださった中学校もあり、スタッフ
一同でありがたく読ませてもらいました。
　皆様へもぜひこの温かいやりとりをお伝えしたいと思い、ご
報告させていただきます。
　今年度もまだ農泊の実施には至っていない状況ではあります
が、いつか再開できることを信じ、このようなつながりを大切
にしていきたいと思います。

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当：湊・鍵岡
E-mail：info@chagenkyo.com

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　氏　名：坂谷　泰史様　　住　所：東京都豊島区　　寄付金額：10,000円 162021.5◦第182号 広報  



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
口
実
に
し
た
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。正
確
な

情
報
に
基
づ
い
て
冷
静
に
対
応
し
ま

し
ょ
う
。困
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
１ 

母
の
自
宅
に
保
健
所
を
名
乗

る
者
か
ら「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
る
。キ
ャッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
さ
れ
る
の
で
10
万
円
を
振
り
込

む
よ
う
に
」と
電
話
が
あ
り
、不
審
だ
。

事
例
2 

一人
暮
ら
し
の
自
宅
に
電
子

音
の
よ
う
な
声
で「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
が
無
料
で
接
種
で

き
る
。家
は
借
家
か
、持
家
か
」と
電

話
が
あ
り
、不
審
だ
。

事
例
3 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

予
防
接
種
が
優
先
的
に
打
て
る
。」と

い
っ
た
内
容
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
た
。大

臣
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、Ｕ
Ｒ

Ｌ
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、不
審
だ
。

　
そ
の
ほ
か
に
、こ
の
よ
う
な
相
談
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・ 「〈
公
式
〉給
付
通
知
」と
称
す
る
不

審
な
メ
ー
ル
が
届
き
、返
信
を
求

め
ら
れ
た
。

・ 

役
所
を
騙
っ
た
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
き
、金

融
機
関
の
口
座
番
号
を
入
力
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
た
。

・ 

市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

室
を
名
乗
り
、個
人
情
報
を
聞
き

出
す
不
審
な
電
話
を
受
け
た
。

注
意
ポ
イ
ン
ト

　

行
政
機
関
の
職
員
を
名
乗
る
、行

政
か
ら
委
託
さ
れ
た
と
い
う
業
者
な

ど
か
ら
の
怪
し
い
電
話
や
訪
問
、心

当
た
り
の
な
い
送
信
元
か
ら
の
怪
し

い
メ
ー
ル・Ｓ
Ｍ
Ｓ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、怪

し
い・お
か
し
い
と
思
う
も
の
に
は
反

応
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
と

く
に
官
公
署
や
金
融
機
関
を
名
乗
る

電
話
は
、電
話
を一
度
切
り
、自
分
で

調
べ
た
番
号
に
掛
け
直
し
て
く
だ
さ

い
。）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
口
実
に
し
た

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
！

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

　
　
　

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

　
　
　
　

東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
･
2
5
7
･
9
0
0
2
へ
（
電
話
の
み
）

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
犬がいた季節 伊吹有喜
たかが殺人じゃないか 辻真先
ステップファザー・ステップ 宮部みゆき

児童書
ぎょうれつのできるスパゲッティやさん ふくざわゆみこ
モンスター・ホテルでおばけやしき 柏葉幸子
１ねん１くみの女王さま いとうみく

和　　束

一般書
ムーンライト・イン 中島京子
灰の劇場 恩田陸
ふるさとって呼んでもいいですか ナディ

児童書
みち さいとうしのぶ
うろおぼえ一家のおかいもの 出口かずみ
池の水なぜぬくの？ 安斉俊

南山城村

一般書
つなぐ時計 金田信一郎
夜明けのすべて 瀬尾まいこ
鼠恋路の闇を照らす 赤川次郎

児童書

カカ・ムラド―――
ナカムラのおじさん ガフワラ

ねこはるすばん 町田尚子
世界史探偵コナン 青山剛昌

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★�Pick�UP�★
「犬がいた季節」
伊吹　有喜 / 著

　1988年夏の終わりのある日、高校
に迷い込んだ一匹の白い子犬と共に
過ごした高校生活。
　時代が移って変わるものと、時代が
移っても変わらないものを描いた永
遠の小説。18歳の青春が散りばめられています。

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

ゴールデンウｨークにおける祝日の休室について ３町村とも５月３日（月）～５日（水）は休室します。

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』の
　ご案内
　日　時　５月23日（日）
　　　　　午前10時30分～
　場　所　和束町
　　　　　体験交流センター
　　　　　１階ホール

読書活動推進事業 ☆『ブックカフェ』開催のご案内
　５月21日（金）午後6時30分より、てらす和豆香（和束町）にて『ブックカフェ』を開きま
す。今回の課題図書は『2021年本屋大賞』の上位３作品より任意の作品１冊以上です。
　また、紹介したい本はおひとり3冊までをご持参ください。もちろん見学のみのご参加
も歓迎いたしますので、お気軽にご参加ください。お申し込みは３町村各図書室まで。詳
しくは図書室および教育委員会で配布しているチラシをご覧ください。
　なお、新型コロナウイルスに関係する今後の状況により、延期あるいは中止となる可
能性がありますので、ご了承ください。
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地
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1
☎

0
7

74・
7

8・
0

12
0

　
FAX

0
7

74・
7

8・
0

12
1

ベストショットまち＊むら 和束町

　３月24日（水）にいきいきこども館で、「６年生を
送る会」がおこなわれました。
　６年生は思い出の写真や、在校生からの寄せ書き・手
紙をもらい、在校生は、６年生から激励の手紙・言葉を

もらって、これまでの感謝の気持ちを込めて６年生を見
送りました。
　当日おこなわれたミニ運動会では、ドッチボールや対
抗リレーをして最後の競技を楽しんでいました。

「６年生を送る会」（いきいきこども館）

人口・世帯数
（令和３年４月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 3,755人　
世帯数� 1,709世帯

（減2）
（増7）

人　口� 1,235人　
世帯数� � �627世帯

（減8）
（増1）

人　口� 2,582人　
世帯数� 1,208世帯

（減10）
（減1）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：15 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：15 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

まち・
 むら

笠置町

　鮮やかな青もみじが茂る後醍醐天皇ゆ
かりの笠置山。
　秋の紅葉もキレイですが、新緑の青も
みじは見頃時期が長く、マイナスイオン
をたっぷり浴びて、心まで浄化されそう
です。
　山頂の行場めぐりは、涼しげな木陰で
森林浴をしながら周遊でき、とても気持
ちがいいですよ。

笠置山の
� 青もみじ


